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要 旨

『失われた時 を求め て』 には様 々な 「斜め」が登場 する。ホテル の一室 の角に立て掛 けられた大 きな

鏡 、シャンゼ リゼ公園の トイレか ら出て きたときの祖母 の帽子 、教会のス テン ドグラスか ら射 し込 む光、

ルーサ ンヴ ィルに降る雨、テ ィー ・パー ティでの ジルベ ル トの座 り方な ど、それ らは全 て斜 めであった。

そ してそれ らの意味す る ところはそれぞれ、 日常 に対す る非 日常、健康 に対 する病気、現実 に対す る非

現 実、罪 に対す る罰、規律 に対 する違反 であ り、全体 的にい えば一般 的規範 か らの逸脱 である。一方 、

そ うした 日常 的な状況、出来事 とは別 に、坂 道、斜面 とい う地誌 的 な意味 での斜 め もまた、 この小説 の

要所 に見出 され る。ジルベ ル トと出会 うこ とにな るさんざ しの小道 であ り、 ヴ ァン トウユ嬢 のサデ ィス

ムを覗 き見 る ことにな るモ ンジューヴ ァンの斜 面な どで ある。それ らは思 わぬ 出来事 を引 き寄せ る磁場

であった。!

す なわち、プル0ス トにとって斜 め とは、今 ある もの、今 まであ った もの の否定 であ り、その否定 を

通 しての統合 、発見 であ る。それ によって斜 めは、 プル ース トを、そ して私 たち読者 を新 た な認識の世

界へ と導 いて行 く。 ところで、 この斜 めは作家 プルース トに とって、決 して単 なるメ タフ牙一ルで はな

か った。ベ ッ ドで斜 めの状 態 にな りなが ら大作 を紡 ぎだ した作家 に とって、斜め は逃 れる ことので きな

い現実で あった。病気 に よって強制 され たその姿 勢が、健康人 とは違 った、創造的 な視 点 を与えた とい

えるか もしれ ない。 、

序 論

『失われた時 を求めて』1)に は様 々な形で 「斜め」2)が登場する。斜めに置かれた大 きな鏡、

教会内に差 し込む斜めの光、傾いた帽子など、視覚的にすぐそれとわかるものもあれば、階段の

ような建築学的斜め、坂道、斜面のような地誌的斜め、 日傘 に寄 りかかった姿勢のような身体的

斜めなどのよケに、余 りに当然すぎて、見過ごしてしまう斜めもある。ではなぜ この作品には し

ば しば斜めが出て くるのか。それらには共通 したメッセージが込められているのではないか。

『失われた時を求めて』・の魅力は、様々な読みを可能にしてくれるその豊穣 さにあるb本 論は、

上のような意図の もとに、この作品に現れる多種多様な斜めを別出 し、それ らに通底する概念を
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検証することによって、新たな読みを提出 しようとする一つの試みである。

本論にはいる前に検証 しておか掴ばならないの1ま・水平 ζ華直である・これらは決 して斜めの

対立概念ではないが、類似 した概念であることに違いはない。従って、'次章ではプルース トにお

ける水平 と垂直について考察されることになる。

1.水 平 と垂直

プルース トは、水平 に対 してはそれほどのこだわりを見せていない。確かに、祭壇のさんざし

の枝は 「水平に」horizontalement(1,PP.110-111)花 瓶に結びつけられていたり、遠 くから聞

こえて くるサン ・チレールの教会の鐘の音 は 「水平」horizontaux(1,p.168)と 形容 されてい

た りして、そこにある種の神聖さを感 じ取ることもできるが、それを証明するには余 りに材料 に

乏 しい。水平線、地平線(双 方 ともhorizon)に し℃も、その特性である横の広が り自体がプル

ース トに感動を与えることはない。彼が水平線、地平線を描 く時は、ほとんどの場合、何 らかの

前景に対する背景 として、または分断されたものとしてである。マルタンヴィルの鐘塔を見て感

銘を受けた時、地平線はその三つの鐘塔の背景(1,P.179)で あり、またバルベ ックでは、「海

の遙か遠 くの水平線は、リンゴの木々に対する、日本版画の背景のようであった」(皿,p.177)。

ほとんど何 も見えない水平線上でも、プルース トの目を引 きつけるのは、荘洋 としたその広がり

ではなく、そこにかすかに見 える何かであ り、彼はそれが何であるのかを目を凝 らして読み取ろ

うとする。

「一方、水平線にただ一つ見える、白くて膨 らんだ四角いものは、おそらく帆が描 きだした

ものと思えるが、稠密な、石灰でできたもののように見え、病院か学校のような孤立 した何

らかの建物の角が太陽に照らされている様 を思わせた。」(皿,P.180)

こうした背景でないときには、水平線、地平線は分断される。ヴェルデュラン夫人がカンブル

メール家か ら借 りているラ ・ラスプリエール荘は、海抜二百メー トルの高所に位置 しているが、

その庭園からの眺めは次のように語られている。

「もっとも、ラ ・ラスプリエール荘は、いわばこの周辺で何キロにもわたって散歩すること

ので きる全ての場所 を要約 していたようなものだった。まず第一に、一方には谷 間を、他方

には海 を見下ろす高台にあるからで、おまけにその片側だけ、たとえば海側だけでさえも、

木々のあちこちに見通 しのきく部分が設けられていて、こちらではこのフ'磯 ちらでは

iの のフ・磯 が め られるよsに なっていたからである。これら眺望のきく地点にはそ

れそれベ ンチがおかれてお り、客は次々 と、バルベ ックを、;パルヴィルを、あるいは ドウー

ヴィルをみはるかすことのできるベ ンチにすわ りにくるのであった。」(皿,PP.387-388)(下

線は筆者、以下同様)

こ こでの風景は、最初谷間と海に分けられ、海の方の風景は木々によってさらに分断されてい

る。セ0ヌ 川 も凍るほどの寒い日、ジルベル トがシャンセリゼ公園に突然姿 を現すのも、切 り取

られた地平線からである。その 日はもう彼女には会えない ものと主人公があきらめかけていたと

き、「人形芝居小屋 とサーカス小屋の問の、晴れ渡 った地平線に」(1,p.391)彼 女の家庭教師



田中 プルース トにおける 「斜め」の思考 47

の青い羽根飾 りが見えたかと思 うと、ジルベル トが主人公の方に駆けつける。 しかし、プルース

トにおけるこうした風景の断片化は、すでにジョルジュ ・プーレが指摘 しているところである3)。

つまりプルース トの世界では、水平線、地平線はその広が りにおいて特殊性 を持つのではな く、

列車の左右の窓に映る景色や、書棚のガラス戸に映る海 と同様、分断され、再統合されることに

よって初めて認識される。言い換えると、プルース トの世界では水平線、地平線は、その広がり

という特性を剥奪されているとも言える。

垂直は、水平と違って、プルース トの心 を揺 さぶる。垂直 といっても、不動な事物の垂直性で

はない。ベルゴットは、女優ラ ・ベルマの 「腕の垂直性」verticalitedubrasを 讃美するのに対 し、

主人公 はその ときの緑の照明の方に美 を見出す(1,P.550)。 またバシュラールの言う 「家の垂

直性」4)の ような詩的で観念的なものでもない。そうではな く、プル..__ストにとっての垂直とは、

距離であ り、運動である。そ してその距離の純粋 さと、水平か ら垂直への運動が感動を生む。以

下の三つのエピソー ドは、そうした感動を物語 っている。一つ目はラ ・ラスプリエール荘へ向か

う途中、 ドゥーヴィルの断崖の上で体験 したもの、二つ目はバルベ ックでの飛行機との遭遇、三

つ目はアルベルチーヌとパ リ近郊の飛行機絡 納庫を見学 したときのものである。

一つ目の感動は
、海抜二百メー トルの断崖の上にある、 ドウーヴィルの税関に馬車が止 まった

ときのものである。馬車の窓を開け、断崖の下から聞こえて くる波音に耳を傾けながら、語 り手

は次のように分析する。垂直の距離は普段私たちが感 じているの とは違って、水平の距離とおな

じであること、その垂直の距離は中間の環境が より純粋であるため、その距離はより短 く感 じら

れること、そしてそうした分析 を通 して、単純さの中にひそむ偉大さを理解 し、ついに 「私の興

奮は頂点に達 し、私 を取 り巻 く全ての ものを高揚 させた。」(皿,P.290)こ こで注 目すべ きは、

垂直は水平 との関連付けられていることに加えて、垂直の距離の純粋 さへの言及である。プルー

ス トは、水平の距離より垂直の距離の方が純粋 と感 じ、そのことが彼 を感動に導いている。同様

の指摘は、次の文章の中にも見いだせる。これは、アルベルチーヌとベルサイユを散歩 していた

とき聞こえてきた、二千メー トル上空を通過する飛行機の音 に対する分析である。

「というのも、考えてみれば飛行機の垂直の旅が越えたのは地上のニキロと同じ距離なのに、

方向の違いでとても近づけそうになく、そのために距離の測 り方 も異なって、高度二千メー

トルの飛行機はニキロ離れた汽車ほど遠 くない、いやむしろ近いようにさえ感 じられるから

だ。同 じ行程がいっそう純粋 な空間の中でたどられると、空の旅行者 と出発点の問には何ひ

とつ隔てるものがな く、ち ょうどおだやかな日和の海上や野原で、 もう遠 くになった一隻の

船の航跡やそよ風の息吹が、海原や麦畑の大海 に一本の線 を引 くように見 えるのである。」

(皿,p.907)

ここでも垂直の距離は水平の距離に比較され、その純粋さが指摘 されている。

二つ目の挿話は、バルベ ックでの飛行機 との出会いである。馬で一人バルベック近郊を散歩 し

ているとき、主人公は上空五十メー トルのところに生涯で初めて飛行機を目撃 している。そして、

ここでも垂直は水平との関連で主人公に感動 を与えることになるのだが、作者はこの挿話のため

に周到な準備 をしている。この時期、主人公は散歩に出るときはアルベルチーヌを伴 うことが多

かったにも関わらす、この時は一人であった。その理由として、この時は彼女 を彼女の叔母の家
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に送 り届けた帰 りであったという。ではなぜ彼は馬に乗っていたのか。それまでの彼の散歩とい

えば、徒歩を除けば、馬車か自動車であ り、 しか も、この物語の中で彼が馬に乗るのは、後にも

先にもこの場面だけである。その理由として語 り手は、自動車は専属のように雇っていた運転手

がシーズンを過 ぎたためパリに呼び戻されていたため使 うことができず、このあたりの馬車は乗

り心地が悪かったからと説明 している。このように作者はこの挿話のために少 し強引 と思えるほ

どの理由付けを行 っているが、それは言うまでもなく、この出会いをよりドラマチックにするた

めである。古代 を代表する馬と近代を代表する飛行機 との出会いであ り、 もし馬ではなく馬車や

自動車であれば、その衝撃度は薄まる。またもしアルベルチーヌが傍らにいたなら、主人公はそ

の感動に浸ることはできなかったはずである。こうした準備工作の結果、問題の丁神話的な出会

い」は次のように語 られる。

「不意 に、私の乗 っていた馬が棒立ちになった。奇妙な音 を聞 きつけたか らだ。私は馬 を鎮

めて地上に振 り落 とされまいと、必死になった。それから、その音の くると思われる方に、

涙のたまった目を上げると、頭上五十メー トルほどの ところで、太陽にきらきら輝いている

鋼鉄の二枚の大 きな翼のあいだに、その翼 に運ばれてゆくひとつの存在を認めた。顔ははっ

きりしないが、どうやら人間の顔に似ているらしい。私は、初めて半神 と出会 ったギ リシャ

人と同 じように、すっか り感動 した。」(皿,PP.416-417)

ここには 「神話的な出会い」 と同時に水平と垂直の物語 も隠されている。つまり、頭上五十メ

ー トルを通過する飛行機 とその音に驚 き後ろ足で立ち上がる馬 という構図、 この構図の中には、

本来水平であるはずの馬が垂直に延びようとする運動が隠されている。この挿話では、馬の水平

から垂直への移行に伴う驚 きと飛行機を目撃 した感動 とが見事に溶け合っている。

三つ目の挿話は、水平から垂直への移行がもたらす感動をより端的に示 している。その挿話は、

パ リ近郊にある飛行機の格納庫を見学に行ったとき、飛行機の発着を見てアルベルチーヌがどれ

ほど喜んだかを語っている。

「やがてエンジンが掛か り始め、機体は走 り出し、飛び上が り、そして突然、陶酔のために

こわば り、す くんでしまったように、水平のスピー ドが重々しい垂直の上昇に変わって、直

角にゆっくりと上がっていった。アルベルチーヌは喜びをおさえることがで きず、飛行機が

空に浮・かんだので、引き返 して くる整備員たちにあれこれ と説明を求めた。」(田,P,613)

ここに性的隠喩を読み とることは容易だが、これまでのコンテキス トの中に置 くとき、これは

語られているがままに、水平から垂直への運動 に対する 「喜び」 どとらえて問題ないように思え

る。

このように、プルース トにとって水平は、その広が りという特殊性を剥奪 されてはいるものの、

垂直は、その距離の純粋 さと水平から垂直への運動において感動をもたらしている。では斜めは、

何をもたらそうというの か。
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皿.様 々な斜 め

プル ース トに お け る斜 め は 、 階段 、坂 道 、 斜 面 にお い て最 もそ の 特 性 を発 揮 して い る が 、 そ れ

に先 ん じて この 章 で は、 そ れ ら以 外 の様 々 な斜 め につ い て検 討 す る。対 象 は、レ鏡 、帽 子 、 光 、雨 、

姿 勢 で あ る。

斜 め と鏡 とい え ば、 『失 わ れ た 時 を求 め て 』 の 読 者 な らす ぐ、 バ ル ベ ヅ クの ホ テ ル の 部 屋 に あ

った斜 め の 鏡 を を思 い 出す はず で あ る。 初 め て この グ ラ ン ド ・ホ テ ル の 部屋 に入 っ た と き、 主 人

公 は不 安 にお そ わ れ る。 そ して そ の原 因 と して 、 天 井 の 高 さ、 防 虫剤 の匂 い 、 紫 の カ ー テ ン、 ガ

ラス 戸 付 き の書 棚 、 時 計 の音 、 そ れ らに 加 え て 「部 屋 の 一 隅 を斜 め に 遮 断 す る大 き な鏡 」une

grandeglace,arreteeentraversdelapiece(II,p.27)が 列 挙 さ れ る 。 中で も最 後 の 鏡 だ け は

「と りわ け」surtoutと い う副 詞 で 強 調 さ れ て い る 。 しか し この 表 現 だ け で は 、 不 安 の原 因 が 鏡 の

大 き さ なの か 、 斜 め とい う位 置 な の か 判 断 で きな い 。 そ れ が わ か る の は 、 「夏 の 部 屋 」 と比 較 し

た と きで あ る。 「夏 の 部 屋 」 と は言 う ま で も な く、 小 説 冒 頭 の様 々 な部 屋 の 回想 の 中 でバ ル ベ ッ

ク の ホ テ ル の もの と して 思 い 出 さ れ る もの で あ る 。 そ こ で は この 同 じ鏡 が 「斜 め の 、残 酷 な鏡 」

laglaceobliqueetcruelle(1,P.8)と 表 現 され て い て 、 「大 きい」 とい う要 素 は欠 落 して い る。

従 っ て、 こ の鏡 の不 安 の 要 素 が斜 め の位 置 に あ る こ とは 明 らか で あ る。 で は なぜ そ れ らが彼 を不

安 に させ る のか 、 そ れ は もち ろ ん話 者 自 ら分 析 す る通 り、天 井 の 高 さや 防 虫 剤 の匂 い な ど と同様

に、 非 習 慣 性 に あ る。 簡 単 に言 え ば 、馴 染 み の ない 事 物 に取 り囲 まれ た と きの不 安 で あ る 。 そ の

た め 、 こ う した不 安 は時 間 の経 過 と と も に解 消 され る。 バ ル ベ ッ ク滞 在 の 数 日後 、 同 じ鏡 が 「美

しい 、 斜 め の 鏡 」labelleglaceoblique(H,P.275)と 表 現 され るの はそ の た めで あ る 。 しか し

まず こ こで 確 認 してお か ね ば な らな い こ とは 、 そ れ が 単 な る慣 れ の 問 題 で あ る とは い え 、鏡 の斜

め とい う位 置 が 主 人公 に非 日常 性 に起 因 す る不 安 を与 え た とい う事 実 で あ る。

当 時 、 上 流 階級 の 人 々 は男 女 を問 わず 、 正 装 の 時 に は必 ず 帽 子 を か ぶ っ て い た5)。 プ ル ー ス ト

も外 出 時 には 必 ず 帽 子 をか ぶ っ て い た し、 カ ンカ ン帽 姿 の 彼 の写 真 も残 って い る。 特 に女 性 の 帽

子 は 、 小 さ くて 、花 や 泉 実 を あ し ら っ た装 飾 的 な もの が は や りで6)、 お しゃ れ な女 性 た ち は 、 そ

れ を少 し傾 け て か ぶ っ て い た 。エ ル ス チ ー ル の 描 い た 「ミス ・サ ク リパ ン」 の 肖像 画 の と こ ろで 、

プ ル ー ス トは、 この 画 家 は女 性 の 「人 工 的 な 調和 」 を 「一 瞥 の も と に破 壊 し」、 女 性 の 特 長 を再

編 成 し、 理想 像 を うち 立 て る、 とい う。 そ して この 時 女 性 の 「人 工 的 な調 和 」 と して挙 げ られ た

の が 、 「髪 の 毛 の 艶 、 瞳 の 明 る さ」 に加 え て 「帽 子 の 傾 き」1'inclinaisonduchapeau(皿,P,216)

で あ る 。外 出 時 に 、 女 性 が い か に帽 子 の 傾 きに気 を配 って い た かが よ くわ か る。 しか し、 帽 子 の

傾 きに心 を 配 る の は 女 性 ば か りで は な さ そ うで 、 この小 説 で は ク ラ ブ の ボ ー イ た ちの 中 に も外 国

人 士 官 を真 似 て、 ぴ っ ち り した上 着 を着 て 、帽 子 を斜 め に か ぶ っ で い る者 もい る7)。 こ う した フ

ァ ヅシ ョン以 外 で は 、 や は り帽 子 は 身 だ しな み と して ま っ す ぐに か ぶ る べ き もの の よ うで あ る 。

プ ル._._ストが 田舎 の 野外 で 知 人 た ち と食 事 を した と きの 写 真 が 残 っ て い る が 、 会 食 者 の 女 性 は ほ

とん ど帽 子 をか ぶ り、 しか もま っ す ぐ にか ぶ っ て い る。 コ ター ル夫 人 の 甥 で 、 倒 錯 者 の 青 年 は 、

鏡 を見 る 口実 と して 、被 っ て もい ない 帽 子 の 曲が り を直 す ふ りを し、 コ ター ル 夫 人 本 人 も、 ス ワ

ン に帽 子 が 曲 が って い な い か ど うか 尋 ね た ご とが あ る と い う(血,P.299)。 こ う した 帽 子 と は別
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に、斜めとの関連において、プルース トにとって最も重要かつ意味深い帽子は、言うまで もなく

祖母の帽子である。彼女は外出時には必ず帽子 をまっす ぐにかぶっていたはずである。ところが、

主人公 とシヤンゼリギ公園に散歩に出かけ、そこの トイレに長い間入 り、出てきた ときには、

「彼女の帽子は斜めになっていた」sonchapeau6taitdetravers(II,P.607)。 足取 りも不確かで、

コートも汚れ、顔 も赤 くなっていたので、主人公は祖母が トイレの中で発作 を起こしたことを悟

る。このときの彼女の斜めの帽子は、健康で理知的な祖母に対する見事 なアンチ ・テーゼ となっ

ている。

斜ゆに射す光は、美意識を刺激 し、ときには過去を喚起することで、プルース トを別世界へ と

誘う。元来教会は斜めと縁が深い。教会は、特に尖塔を持つゴチック様式の場合、その外見か ら

いかにも垂直の表象のように見えるが、プルース トにとっては斜めの支配する世界で もある。遠

くから尖塔を眺めたとき、プルース トが注目するのは、その尖塔の傾斜である。祖母がサン ・チ

レールの鐘塔 を見るとき目で追うのは、「祈る人の合唱する手のように近づ きながら上昇 してゆ

く石の傾斜」(1,P.63)で あ り、マルタンヴィルの鐘塔 を見た ときの主人公も、「二つの鐘塔の

斜面に夕 日が戯れほほえんでいた」(1,P.179)と 、その ときの印象 を書き記 している。光は、

鐘塔の斜面に反射することで教会そのものを美 しく装飾すると共に、ステンドグラスを通 して内

部に入 り込むことで教会内を変容 させる。サン ・チ レールの教会は、ステンドグラスを通 して差

し込む 「斜めの、青い光の反射」によって、その内部は 「中性様式の館のホール」のように別世

界に変容 している(1,P.59)。 朝 日と夕 日は、当然斜めか ら射す光である。祖母 とバルベ ック

へ向かう途中、列車が山間の小 さな駅に止まり、そこにキャフェ ・オ ・レを売 りに来た美 しい娘

に対 し、主人公は 「彼女のそばで暮 らせば実現 されそうな幸福の味」(II,P.16)を 味わったと

されるが、その ときの幸福感 と、彼女が歩いてきた 「朝 日が斜めに射 している小道」を分けて考

えることはできない。斜めに射す朝 日が彼女の美 しさを高め、主人公 に至福の時を与えているの

である。朝日が幸福感を呼び覚ますとすれば、夕 日は過去を蘇生 させる。コンブレーでの夏、散

歩か ら帰 った とき部屋 に差 し込んでいた斜めの光(1,P.131)、 アルベルチーヌとの散歩の時、

海に射 していた 「斜めの光」(皿,P.514)、 こうした光は思い出の中に織 り込まれ、無意識的に

記憶を掘 り起こす。

「日の傾 き(Ladecroissancedujour)は 、私 を回想 に誘い、昔のひや りとした空気の中に私

を再び沈めた。オルペウスがこの地上では知られない、楽園のそこはかとない空気を吸った

ときと同 じ様な、無上の喜びで もって私はその空気 を吸った。」(In,P.540)

斜めの光 と過去の思い出が最 も美しく結びつ くのは、ユーラリの部屋の場合である。ゲルマン

ト大公妃邸の敷石でレミニサンス体験をした後、夕 日が次のようにして彼女の部屋を蘇らせる。

「日没の斜めの光(Unrayonobliqueducouchant)は 、私がこれまで一度 も省みることのな

かったある時期、少年時代 にペルスピエ医師がチフスの恐れがあるといった熱にレオニ叔母

がかかったので、一週間教会広場前のユーラリの小 さな部屋 に私を住 まわせた時期、この時

期のことを思い出させた。」(IV,P.459>・,

かつて、レオニ叔母の話 し相手になっては小遣いをもらっていたユーラリ、彼女の部屋への思

い出は、「私の人生 において最 も高貴な邸宅での豪華な祝宴がもたらした印象の虚 しさ」を教え
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た とい う。正 し くこれ は レ ミシ サ ンス で あ る 。 「日没 の 斜 め の 光 」 が 過 去 を喚 起 し、現 実 の 虚 し

さ を露 呈 させ て い る 。

ブ ロ ック をず ぶ ぬ れ に し、 モ ン ジ ュ ー ヴ ァ ンの沼 を美 し く光 らせ もす る雨 は 、斜 め に降 る と き

懲 罰 を意 味 す る。 コ ンブ レ ー近 郊 の村 ル ーサ ン ヴ ィル は 、 「聖 書 に出 て くる村 の よ う に 、住 民 の

家 々 を斜 め に む ち打 つ 雷 雨 の全 て の槍 に よ っ て懲 罰 を受 け 続 け て い た 」(1,P.150)。 なぜ この

村 が 懲 罰 を受 け る の か 、 そ の 理 由 は ジ ル ベ ル トが子 供 の 頃 、 この 村 の 廃 嘘 と な っ た楼 閣 の 中で 、

「暗 闇 を利 用 す る 女 の子 や男 の 子 た ち 」(IV,P.369)と 遊 んで い た か らで あ る。 そ の 中 に は テ オ

ドー ル もい た とい う。

人 の 身体 は 、寝 て い る と きは いつ も水 平 、起 きて い る と きは い つ も垂 直 、対 象 に対 して は いつ

の正 面 とい うわ け で は もち ろ ん な く、プ ル ー ス トもそ の 点 を指摘 す る こ と を忘 れ ない 。帝 政 時代 、

美 人 の誉 れ高 か っ た リュ クサ ン ブ ール 大 公 妃 は 、バ ル ベ ッ クで 、 祖 母 と主 人公 の 方 へ 、 日傘 に寄

りか か り、体 に軽 い傾 斜(legereinclinaison)を 与 え な が ら近 づ い て くる。 彼 女 は 、 「身体 を貫

い てい る、 目 に見 え な い 、強 固 な 、斜 め の 軸 の周 りに 、 身体 をス カ ー フ の よ うに漂 わせ る術 を知

って い た」(H,P,59)。 ゲ ル マ ン ト公 爵 夫 人 の 場 合 は、 散 歩 す る と きは 同 じ斜 め で も逆 方 向 に な

る 。 散 歩 す る と きの彼 女 の 体 は 、 「紫 の イ ン ド絹 の ス カ ー フの 下 で斜 め に反 り返 っ て い た 」(II ,

P.442)。 『フエー ドル 』 の上 演 に不 満 を感 じた あ る老 婦 人 は 、 「体 を斜 め に して 、顔 の 筋 肉 を動 か

さず 、腕 組 み を して」(H,P.350)無 言 の 抗 議 を して い た 。 ま た 、 ブ ー ロ ー ニ ュ の森 を ヴ ィ ク ト

リア 馬 車 で 散 歩 す る ブ ロ ック の父 は 、 「斜 め に 身 を横 た え な が ら、 二 本 の指 を こ め か み に、 他 の

二 本 を顎 に 当 て て い て」(II,P.131)、 人 々 は そ こ に 「気 取 り屋 」 を読 み と っ て い た 。 ジ ル ベ ル

トは友 達 との テ ィ ー ・パ ー テ ィの 時 、 テ ー ブ ル に並 べ られ た椅 子 を わ ざ と乱 し、斜 め にな った 椅

子 に横 か ら腰 をか け てい る(1,P.498)。 親 に対 す る娘 の 無 言 の 反 抗 で あ る。

これ まで 検 証 して きた通 り、バ ル ベ ッ クの ホ テル の一 室 の角 に立 て 掛 け られ た大 きな鏡
、 シ ャ

ンゼ リゼ 公 園 の トイ レか ら出 て き た と きの祖 母 の帽 子 、 教 会 の ス テ ン ドグ ラ ス か ら射 し込 む 光 、

ル ー サ ン ヴ ィル に降 る雨 、 テ ィ ー ・パ ー テ ィで の ジル ベ ル トの座 り方 な ど、 そ れ ら は全 て斜 め で

あ っ た 。 そ して そ れ らの 意 味 す る と こ ろ は そ れ ぞ れ 、 日常 に対 す る非 日常 、 健 康 に対 す る病 気 、

現 実 に対 す る非 現 実 、 罪 に対 す る罰 、 規 律 に対 す る 違 反 で あ り、 全 体 的 に い え ば 現 実 の 否 定 で あ

り、 そ の否 定 を通 して の新 た な認 識 の創 出 とい え る。

皿.坂 道 と斜面

階段 は 、建 築 学 的 に斜 め を代 表 す る もの とい え るが 、 こ れ に つ い て は 私 た ち は別 の とこ ろ で検

討 した8)の で 、 本 論 で は地 誌 的 な斜 め を代 表 す る坂 道 と斜 面 を採 り上 げ た い。

この小 説 で は 、坂 道 、 斜 面 が 出 て くる と、思 って もい な い こ とが しば しば 起 こ る。 最 初 に坂 道

に つ い て い え ば 、 そ れ は出 会 い の 場 で あ る 。 『失 わ れ た 時 を 求 め て 』 で坂 道 とい え ば 、 まず さ ん

ざ しの小 道(lepetitraidillonauxaubepines)が 思 い起 さ れ る 。 この小 道 は 、 ス ワ ン家 の 庭 に沿

っ て急 な坂 道 に な っ て い て 、 上 りき る と一 面 の麦 畑 が広 が る。 庭 と の境 に は 、垣 根 と して さん ざ

しが 植 え られ て い る。 こ こで 主 人公 は 、』思 い が けず ジ ル ベ ル トと出 会 う こ とに な る 。 主 人公 一 家
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は、主人のスワンとは付き合 うが、元高等娼婦の妻のオデ ットと娘のジルベル トには会いた くな

い。そこである日、スワン夫人 も娘 も不在のはずという情報に基づいてこの道 を散歩していたと

ころ、主人公はこのさんざしの垣根越 しに、初めてジルベル トを見る。この出会いについては、

花 と少女の類縁性に目を奪われがちだが、坂道という地誌的状況にも配慮する必要がある。とい

うのも、『ジャン ・サントウユ』にも祖父サン トウイユ氏の庭園に沿った同じ様な坂道があ り、そ

の道は 「石ころだらけの道」で、さんざしの垣根はないが、そこでは 「町に降 りてゆくいたずら

小僧たち」9)に出会う可能性があった。それが嫌 さに、ジャンはこの道 を通るのを避けていた。

しかしこのことから、この小道はさんざしの坂道である以前に、出会いの磁場であったことがわ

かる。さらに、幼年時代の主人公の挿話、つまりコンブレーを発つ朝、彼 は一人こっそりとこの

小道にやってきて涙ながらにさんざしに別れを告げた、という挿話を思い起こせば、この小道は

別れの場 ともなっていたといえる。

斜面は、サディスムと関連 していて、そのことは第一巻の 「コンブレー」の章ですでに予告 さ

れている。コンブレーで神経質な少年の気を紛 らすために、家族が考え出したのは幻灯で、そし

てその物語として選ばれたのは、中世の 『黄金伝説』の一つ、ジュヌヴィエーヴ ・ド・ブラバン

をめぐるものである。スクリーンと化 した室内には、逆臣の家令ゴロが彼女を殺すため、彼女の

城に馬で疾駆する姿が映 し出されている。主人公は、彼女を迫害するゴロと、母 を苦 しめている

自分 とを重ね合わせ、良心の呵責を感 じている。「ゴロの罪は、私に一層細々と私の良心 を詮索

させた」と語 り手は述べている。ここにはプルース トにおけるサディスムの萌芽がある。そして

このゴロが出てくるのが、「丘の斜面を暗い緑の色でビロー ドのようにしている三角の小 さな森」

delapetiteforettriangulairequiveloutaitd'unvertsombrelapented'uncolline(1,p.9)か ら

であった。恐 らくゴロは、その森 を出て、斜面の上を走っている。ここにおいてサディスムと斜

面の結び付 きは予告 されている。この幻灯 とサディスムの結び付 きは、幻灯の朗読 していた大叔

母が、直後の挿話で祖母をいじめていることからも明かである。

斜面 とサディスムの関係がはっきり表れるのは、モンジューヴァンでの覗きの場面においてで

ある。コンブレー近郊のルーサンヴィルが森の土地だ とすると、作曲家ヴァントウユの住むモン

ジューヴァンは沼と木立の土地である。作曲家の家はその沼のほとりに、崖を背に建てられてい

て、三階のサロンからは斜面になっている。主人公 は、「その斜面の木立の陰で横 になり、眠っ

て しまう」(1,P.157)。 そして目覚めたとき、主人公はヴァン トゥユ嬢 と彼女の女友達による

同性愛とサディスムの場面を目撃することになる10)。

坂道と斜面が同時にサディスムに関係するのは、シャルリュス とジュピァンの遭遇のときであ

る。ゲルマント大公妃邸での夜会に本当に招かれているのかどうか知るため、主人公は最初、ア

パル トマンの天辺にある、見晴 らしの良い地点 に立って、ゲルマント公爵夫妻の帰宅を待 ち伏

せている。そこからの景色は次のように説明されいる。

「なるほどゲルマン トの館か ら見る眺めは同じ様な種類の ものではなかったが、 しかしこれ

また珍 しいものだった。特に私が陣取 った三方に面 している奇妙な場所からは、遠 くの高台

まで目を遮るものが何 もなく、急な坂 になっている手前の空き地のような部分 に続 くその高

倉は、ゲルマント氏のい とこで私のまだあったことのない身分の高い貴族、シリス トリ大公
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夫人 とプラサック侯爵夫人の住む邸になっていた。その邸は、彼女たちの父親であるブレキ

ニー氏の ものだが、そこまでは思い思いの方角を向いた低い建物があるばか りで、斜面に建

1っているそうした建物は眺望 を遮ることもなく、距離 を引 き伸ばすように見えた。」(II,P.

s60>

坂道とは、斜面に造 られた道である。その意味で、この 「眺め」の地誌的状況 とは、坂道であ

り、斜面でもある。上の説明によると、主人公一家 とゲルマント公爵夫妻の居住する建物はこの

坂道、斜面の下に位置 し、上方にはシリス トリ大公夫人 とプラサック侯爵夫人というゲルマント

家の二人のいとこの女性が住んでいるという。さらに後の説明によるとこの 「杖をついた二人の

夫人は、スキャンダルを防 ぐためには、夜でも自分たちの頂から降りて くることをいとはなかっ

た」(皿,PP.122-123)。 つまり彼女たちは、監視人であ り、坂道の下では起こってはならないこ

とが起 こりうることを知っていたのである。主人公は、自分がそうした状況にいることは全 く理

解せずに、建物の最上階で夫妻の帰 りを待っていた。午前中に公爵夫妻が帰宅 しなかったため、

主人公は午後 もまた見張 りを続けるが、アパル トマンの天辺か らでは門の扉が開 くのが見えず、

夫妻の帰 りを見逃す恐れがあるので、少 し降 りて階段で待つことにする。そして最終的には、一

階まで降りてそこの窓から見張ることにする。その結果、シャル リュスとジュピァンの運命的な

出会いを目撃 し、シャルリュスの同性愛 とサディスムを知ることになるのだが、それは階段を下

りた結果である。階段 という斜めの装置が、主人公 をこの場に引 き寄せたとも言える。上記の二

人の夫人がスキャンダルを防ぐために坂を降 りてくるのとは逆に、スキャンダルと遭遇するため

に階段を降りてききたともいえる。ここにおいて、坂道、斜面、階段 という斜めの装置は一体 と

なり、サディスムと同性愛の体現者 というシャルリュスの真実の姿を暴露する。

このように、坂道 と斜面は、新たな出会い、サディスムというこれまでにない世界 を切 り開い

ている。

N.上 るこ とと下 ること

前章では坂道を採 り上げたので、その関連として、坂道の上 り下 りについても言及を避けるこ

とはできない。特に坂道を下 りることは、プルース トにとって重要な意味を持つ。最初に坂道 を

上ることの方から考えてみると、『草枕』の有名な冒頭の一句、「山道 を登 りながら、こう考えた」

が頭をよぎる。なぜ 「山道 を登 りなが ら」 なのか。「山道 を降 りながら」ではいけないのか、ま

た単に 「歩 きながら」ではいけないのか。ここには恐 らく、思考 を促す刺激剤 としての 「登る」

という行為そのものがある。『ジャン ・サン トゥユ』の登場人物作家Cも 、同じ様 な思考方法 を

とっている。彼は、ブルターニュの断崖にある、灯台守の家で仕事 をしている。その小 さな家に

向かう作家を見て、ジャンは次のように推測する。「彼は長い時間をかけて断崖の道を歩 き、た

えずその道を登ってゆきなが ら、たぶん自分の思想 に少 しずつ興奮 してゆ くのであろう。」11)作

家Cも 、まさしく 「山道を登 りなが ら、こう考えた」方式の思考方法をとっている。『失われた

時を求めて』では、このように思考する作家Cの ような人物は出てこないが、少なくとも、坂道

を上ることと精神的活動との結び付 きについてプルース トが意識的であったことは確認で きる。
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海辺の町バルベックには坂道が多 く、そうした坂道そのものの魅力について、次のように語 ら

れている。

「その道はフテンスでよくあるこの種の多 くの道 と同 じように、かな り急な坂 を上ると今度

はだらだらと長い下 り坂になっていた。当時は別にその道に対 した魅力を見出さず、ただ帰

ることだけに満足 していた。ところが、その後、この道は私にとって数々の歓喜の原因とな

り、一つの起爆装置のようなものとなって、私の記憶に残った。」(II,P.80)

この引用文の少 し前 には、坂道を上るときと下るときの印象の違いについての興味深い一節が

ある。ヴィルパ リジ夫人の馬車に乗せてもらって、バルベック近郊の坂道の一つを通っていると

きのものである。

「ときとして左右を耕地に挟 まれた坂道 を馬車が上がってゆ くとき、昔の巨匠が貴重な小 さ

い一輪の花 をその絵に描いて署名としたように、コンブレーのものに似たためらいがちな矢

車菊の花が、両側の畑の現実感 をいっそう強め、それらに真正のものであるというしるしを

付け加えながら、一輪 また一一輪 と馬車を追って くることがあった。」(II,P.71)

要するに坂道を上ってゆ くと、周辺の世界がより現実的に見えるという。それに対 し、下ると

きは次のようになるという。

「私たちは、ふたたび坂を下っていった。するとよく、徒歩で、自転車で、あるいは馬車や、

がたぴしした幌車に乗って、その坂を上ってくる娘にすれちがうのであった。それは晴れわ

たった真昼に咲 く花々であるが、野原の花 とは異なってめいめいが他の花の持っていない何

かを秘めてお り、そのために私たちのうちに生まれた欲望を似通 ったほかの花で満足 させる

ことができな くなるのである。」(II,p.71)

坂道を下っているときには、花ではなく娘たちが現れ、欲望が刺激されるとい う。そ して,坂

道 を上るときと下るときのこうした二つの印象 を比較するとき、下るときの方がよりプルース ト

的であることもわかる。次の挿話にも、坂道 を下ることと欲望の関連が読みとれる。それは、バ

ルベック近 くの断崖の上で少女たちとピクニックをしていたとき、主人公が思いがけずアルベル

チーヌか ら愛 を告 白した紙切れをもらうというもので、主人公は 「一時間後」、バルベックに続

く坂道を下 りながら次のように思う。

「その間、私はアルベルチーヌが くれた 『愛 している』 と書かれた小 さな紙切れのことを思

っていた。一時間後、ちょっと私の足には急すぎるバルベ ックへの帰 りの坂道 を下 りながら、

私はきっと彼女と共に小説を作 るだろう、 と考えた。」(H,P,268)

ここでは、坂道を下 りながら彼の欲望は高まり、未来に投影される。

坂道を下ることは、欲望を高めるだけではなく、神秘性 も生み出す。これもまたバルベ ック近

郊での話だが、同 じようにヴィルパ リジ夫人の馬車で散歩の途中、主人公はユディメニルで3本

の樹木を見て幸福感にとらえられている。この有名な挿話は、「私たちはユディメニルに下 りて

いった」NousdescendimessurHudimesnil(H,p.77)の 一文で始 まっている。確かにdescen-

dreと いう動詞 には 「下る」、「降 りる」の他 にも 「南下する」、「深 く分け入 る」 という意味もあ

り、必ず しもこの道が下 り坂になっているとは言い難いが、少なくともプルース トがレミシサン

スに似た重要な体験を語る直前にdescendreと いう動詞を用いているこどは見逃せない。プルー
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ス トに と って この 動 詞 は あ る神 秘 へ の期 待 感 を抱 か せ る よ うに思 え る 。 この 観 点 か ら見 て重 要 と

思 え る 、 も うひ とつ のdescendreが あ る。 夕 暮 れ 時 、 ジ ル ベ ル トと若 い 男 が 寄 り添 っ て シ ャ ンゼ

リゼ通 り を歩 い て い るの を主 人 公 は偶 然 目撃 して い るが 、 こ の時 彼 は ス ワ ン家 へ 行 くた め 、 馬 車

で こ の通 りを 「下 っ て い た」(lecochersetrouvadescendrel,avenuedesChamps-Elysees)(1,

p.612)。 しか し斉 木 氏 も指 摘 す る通 り12)、ス ワ ン家 は ブ ー ロ ーニ ュ の森 近 辺 に あ る の だ か ら、 そ

こ に行 くた め に は常 識 的 に は こ の大 通 りを下 る の で は な く、 上 ら な け れ ば な らな い 。 斉 木 氏 は 、

そ の 解 決 策 と して、 出発 点 が ロ ン ・ポ ワ ン で は な くコ ン コル ド広 場 で あ るか 、descendreと い う

動 詞 を単 に 「通 る」 とい う意 味 で使 用 して い る、 と して い るが 、 も う ひ とつ の考 え 方 と して 、 プ

ル ース トに お け る動 詞descendreの 特 別 な使 用 方 法 が あ る 。 彼 に と ってdescendreと い う動 詞 は、

欲 望 、 神 秘 へ の 水 先 案 内人 で もあ る 。 この 場 合 も、 相 手 の男 が 誰 で あ るの か 、 ま して や ジ ル ベ ル

ト本 人 で あ った か ど うか さ え は っ き りしな か っ たが 、 少 な く と も この 体 験 は ジ ルベ ル トを神 秘 化

し、後 にそ の 若 い 男 が 男 装 した女 優 レア で は なか っ た か とい う疑 惑 を抱 くに及 ん で、 彼 女 を 同性

愛 の ヴ ェ ー ル で 覆 う こ と にな る。

結 び

『失われた時を求めて』を読んでいると、読者は様々な斜めに出会 う。ホテルの一室の大 きな
　

鏡、シャンゼリゼ公園の トイレから出てきたときの祖母の帽子、教会のステンドグラスから射 し

込む光、ルーサンヴィルに降る雨、ティー ・パーティでのジルベル トの座 り方など、それらは全

て斜めであった。そしてそれらの意味するところはそれぞれ、日常に対する非 日常、健康 に対す

る病気、現実に対する非現実、罪に対する罰、規律に対する違反であり、簡単にいえば現実の世

界の否定である。 しかし否定のための否定ではな く、不安 をあたえた斜めの鏡が後に 「美 しく」

なるように、新たな世界に入るためのひとつのステップである。一方、そうした日常的な状況、

出来事 とは別に、坂道、斜面という地誌的な意味での斜めもまた、この小説の要所に見出される。

ジルベル トと出会うことになるさんざしの小道であ り、ヴァントゥユ嬢のサディスムを覗 き見 る

ことになるモンジューヴァンの斜面、シャルリュス とジュピァンの遭遇を目撃する坂の下などで

ある。それらは思わぬ出来事を引 き寄せる磁場であった。そしてジルベル トとの出会いが主人公

を恋愛の世界へ と導いたように。こうした出来事 もまた、未知の世界への結節点となっている。

すなわち、プルース トおける斜めとは、今あるもの、今まであったものを覆 し、そのもうひと

つの相貌を露呈 させることにより、主人公 を、読者を新たな認識の場へ と誘うといえる。

ところで、 この斜めは作家プルース トにとって、決 して単なるメタフォールではなかった。

1913年 から作家が死ぬまで身の回りの世話をしたセレス ト・アルバ レによると、彼は家にいると

きはほとんど 「枕で上半身を軽 く持ち上げたまま」13)ベッドに横たわっていた。書 くときは、背

中に枕を二つ当て、膝 を立てそれを机代わりにしていたという。つまり作家プルース トにとって、

斜めは逃れることのできない現実であった。結果的に、病気によって強制 されらその姿勢が、健

康人 とは違った、創造的な視点を与えたといえるかもしれない。
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注

1)底 本 には 、AlarecherchedutempsperduI-IV(Pleiade,1987-1989)を 使 用 。 訳 は 、集 英 社 版 『失 わ

れ た時 を求 め て 』 の 鈴 木 道 彦 氏 の もの を参 照 し、 そ の ま ま借 用 した 場 合 と多 少 手 を加 え た場 合 が あ る。

2)こ こで い う 「斜 め」 とは 、 プ ル ー ス トがoblique(副 詞 で はobliquement)、detravers、inclinaisonと い う

語 句 で表 現 して い る 概 念 で あ る 。Obliqueは 幾何 学 的 な 「斜 め」 で あ るが 、detravers方 は必 ず し も斜 め ば

か りを指 す もの で は ない.oPetitRobertの 定 義 に従 え ば、detraversと は 「一 定 の 方 向 にお い て、 通 常 との

関連 で の斜 め の位 置 、 ま っす ぐで ない 位 置 、 本 来 あ るべ き向 き と は違 っ た 向 き」 を 意 味 し、obliqueよ り意

味 的 な広 が りを持 っ て い る。 本 論 で の 「斜 め」 も、 そ う した 広 が りを持 った もの と して と らえ られ て い る。

3)「 プ ル ー ス トの 世 界 は断 片 か ら成 り立 っ て い る世 界 で あ り、 そ う した 断 片 が また 同 じ よ う に、 い くつ か

の 断 片 と して の別 の世 界 を含 ん で い る 。」(ジ ョル ジ ュ ・プ ー レ 『プル ース ト的空 間』、国 文 社 、1975、p,48.

原 文 は、GeorgesPoulet;L'Espaceproustien,Gallimard,1963,pp.54-55)

4)「 家 は垂 直 的存 在 と して 想 像 さ れ る 。 家 は 立 ち上 が る 。 家 は そ の 垂 直 性 の 意 味 にお い て他 と区別 され る 。

家 は私 た ち の垂 直 の意 識 へ の 呼 び か け の 一 つ で あ る 。」GastonBachelard;Lapoetiquedel'espace,Presses

UniversitairesdeFrance,1957,pp.34-35.

5)「 周 知 の ご と く、 当 時 、 上 流 婦 人 は しか るべ き場 で は必 ず 帽 子 をか ぶ っ て い た 。」 ジ ャ ン ・シ ャ ロ ン 『リ

ア0ヌ ・ ド ・プ ー一ジイ』(小 早 川 捷子 訳 、作 品 社 、1999,p:151)

6)「 ベ ガ ンや ビ ビの よ う な小 さな 帽 子 が 好 ま れ て い た の で 、1895年 か ら1910年 の フ ァ ッ シ ョン で は 、 帽 子

の モ デ ル は、 花 や 果 実 を あ し ら っ た、 た いへ ん 装 飾 的 な もの とな り、 そ れ は1907年 に ヴ ォ リュ ー ム が 加 わ

り、1911年 か ら戦 後 に な る 頃 に は、 額 を 隠 す ほ ど に な っ て い た。」NadineBeautheac,JoelLaiter,Lydia

Fasoli;L'artdevivreautempsdePROUST,Flammarion,pp.63-64

7)「 ク ラ ブ の 『ハ ン タ ー』(ド ア マ ンの こ と 一筆 者 注)の 世 界 で は、 帽子 を斜 め にか ぶ り、上 着 の ボ タ ン を

ぴ っ ち り と留 め て 、外 国 人 士 官 に似 てい る と思 い込 ん で い る者 は 、仲 間 か らす れ ば 一 人 の 名 士 で は ない か 。」

(II,p.130)

8)拙 著 「プ ル ー ス ト的 階 段 」(『 仏 語 仏 文 学 』、 関西 大 学 仏 文 学 会 、1989)こ の 論 旨 は 次 の よ う に な る。 つ

ま り、『失 わ れ た 時 を求 め て 』 に は様 々 な階 段 が 出 て くる が 、そ れ ぞ れ が 特 殊 な機 能 を担 っ てい る。例 え ば、

コ ン ブ レ ー の家 の 階段 は 主 人 公 と母 を 引 き離 し、 パ リの ア パ ル トマ ンの もの は シ ャ ル リュ ス の 隠 され た一

面 を暴 露 し、 ジ ル ベ ル トの 部 屋 へ 通 じる もの は規 律 へ の 違 反 を意 味 し、 ジ ュ ピ ア ン の娼 家 の もの はあ る過

去 を喚 起 させ て い る。 そ して 最 終 的 にそ れ ら を差 異 の 問題 と して ま とめ た 。

9)MarcelProust;JeanSanteuilprecededeLesplaisirsetlesfours,Pleiade,1971,p.323.

10)『 マ ル セ ル ・プル0ス トの 神 話 学 』 の著 者 マ リ0・ ミゲ=オ ラニ エ は この 斜 面 に注 目 して、 次 の よ うに述

べ て い る。 「モ ンジ ュ ー ヴ ァ ンMontjouvainの 名 前 は 、G.Matreと1.Meczも 指 摘 す る とお り、MonsJovis

(ジ ュ ピ ター の 山 一筆 者 注)か ら きて い る 。語 り手 が登 る斜 面 は 、 オ リ ンボ ス の 聖 な る 山 に近 づ き、 そ こ で

ジ ュ ピ タ ー を王 位 か ら引 きず りお ろ す た め 、Pelion山 の 上 にOssa山 を積 み 上 げ よ う とす る タ イ タ ン の努 力

を思 い起 こ させ る。」(MarieMiguet-Ollagnier;LamythologiedeMarcelProust,LESBELLES-LET-

TRES,1982,P.337)し か し、Montjouvainの 源 泉 をMonJovisに と る と、 サ デ ィス ム との 関連 が わ か らな く

な る。 や は りこの 源 泉 は 、J.-P.Richardの 指 摘 す る 通 り、 一 人 称 のjouissance(喜 び)・に求 め る方 が適 切 な

の で は な い か。 た だ しこ の場 合 、jOuiSSanCeは 女 性 名 詞 な の で 、majOuiSSanCeと な るが 。

11)JeanSanteuil;op.cit.,p.186.

12)ShinichiSaiki;ParisdansleromandeProust,SEDES,pp.89-92.

13)CelesteAlbaret;MonsieurProust,RobertLaffont,p.44.
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RESUME

DansAlarecherchedutempsperduapparaissentdeschosesetdessituationsqualifieesde"oblique",

de"detravers"oude"incline":unegrandeglace"oblique"delapiecedansunhotel,unchapeau"de

travers"delagrand-merequivi.entdesortirdestoilettesdansleparcdesChamps-Elysees,deslunieres

"inclinees"traverssantlesvitrauxduneeglise
,lapluie"oblique"quitombeaRoussainville,unsiege

deGilbertequiestplace"detravers"aucasdunepartie,etc..Quest-cequ'ilsconnotent?Cesont1'in-

habituelcontre1'habituel,lamaladiecontrelasante,1'ireelcontrelereel,lechatimentcontrelepeche,

1'.infractoincontreIadiscipline.Sommetoute,cesontdesaspectsnegatifsdupresent.Alorsqu'au

niveaugeographiqueaussis'ytrouventdesCheminsmontantsetdespentesquirepresentent1'obliquite

lepetitraidillonsurlequelleherosrencontreGilberte,lapentepermettantauheros,aMontjouvain,

deregarderunescenesadique,etc..Cesontleschampsmagnetiquesquiattirentdesevenements

　 ノ

inprevus.

Ainssi,1'obliquitechezProust,enmettantenreliefunautreaspectdupresent,nousentraineaun

mondedifferentqueceluiquiestnormaletquotidien.D'ailleurs,pour1'ecrivainquiaecritcechef-d'

oeuvresurlelit,lasituationobliquen'etaitpasunemetaphore,maiselleetaitunerealiteobligee.Ilest

imaginablequecettepositionluiaitdonneunautrepointdevuequeuneparsonnenormale.




